
学生団体SONEの3年間：
特に1年目の場合

学長プロジェクト4 サブリーダー
杉本卓也（政策情報学部准教授）



学生団体SONEの起こり
 2018年1月 鮎川先生を中心に

 2018年3月 SONEの発足
学生が自分たちで命名

秋学期終了後から準備会
（2月上旬～、2週間に1度のペース）



SONEの組織構成（1年目）
 啓発チーム
 他者を巻き込んだ企画の運営
 打ち水など

 戦略チーム
 大学に対して、省エネ方策の提案
 空調使用時の温度ムラ、照明点検

 広報チーム
 SONE活動の周知や学外イベント
 エコプロやエコメッセでの展示



SONEの活動
学内 意識啓発：打ち水イベント

調査 ：空調使用時の教室温度分布
照明使用状況

学外 活動展示：エコメッセinちば（11月ごろ）
エコプロ（12月ごろ）

活動報告：若者と市民の環境会議（7月）
SUDem（9月）

 PJ4が表彰を受ける際に、ポスターセッショ
ンでSONEが話す機会も

 個別に取材を受けることも



1年目：活動紹介①
 若者と市民の環境会議
 2018年7月18日
 会場：武蔵野大学

 SONEに外部から声掛けがあった、初めて
の外部イベント

 時期が活動直後ということもあり、これ
からの抱負などの話



1年目：活動紹介①
若者と市民の環境会議

←準備

当日→



1年目：活動紹介②
 空調使用調査：教室の温度マップ
 空調稼働による、教室温度推移の実態調査
 6月の節電ウィーク時（戦略チーム中心）
 快適さと省エネが両立する温度管理

【協力依頼】
集中管理室





1年目：活動紹介②
 空調使用調査：教室の温度マップ
 冷風が当たる場所で温度ムラが発生
 個々に“快適”と感じる場所での履修を促す
設定温度を無理に下げない
⇔ 快適さ＆無駄なエネルギー消費を避ける



引き続き、現行のSONEの活動紹介へ
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